
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度 防 災 講 習 会 ２月４日（日）:五代公民館 

日曜日にご参加くださいました皆さん、有り難うございました！！ 
今年は、大変な驚きの中で年明け

を迎えることになりました。思いもせ

ぬ能登半島地震の発生です。その

日は、発生時刻頃に日課のウォーキ

ングを始めましたが、スマホに次々と

ニュースの着信があり、最初はこれま

でのような地震かと思っていたら、次

第に深刻な状況が知らされ、90 分後

に帰って、テレビを見たときは、ウクラ

イナやガザと同じような荒廃した光景

が映し出されていて、身震いをしまし

た。  あらためて「災害はいつどこで

発生するか分からない」ということを

実感しました。それから、1 か月が過

ぎた状況で開催した防災講習会には、五代区をはじめ、４５名程度の参加を得ることができました。 警察

と自衛官の両方の職の経験を持った総務・防災課の団講師が、はっきりした声で、そして自身の体験を交

えて分かりやすく説明していただきました。地震に関する基礎的知識や、

市のハザードマップの見方、形式的な備品のを備えだけでなく、災害時

にはどうするかの知識を自身の頭の中に備蓄しておくこと、さらに、これま

での経験を過信しすぎないことなどを話されました。 そして、被災しても

行政がすぐに駆けつけてくれるとは限らない、自助が一番重要であり、そ

のためには日ごろからの地域のつながりが大切だ、とも話されました。 コ

ロナ禍以後、大草野コミュニティでは避難訓練を実施できていませんが、

６年度は再度気持ち

をあらたにして、訓練

に向き合っていくこと

が大切ではないかと

思います。 例えば、

能登半島地震では、

里帰りした家族が被災されるという悲しい出来事もあり

ました。私達は自分の家族を守るために、自ら出来るこ

とをしっかり頑張って行動していく必要があると思いま

す。 市長も多忙な中、挨拶に駆けつけていただきまし

た。 みなさん、安心安全を目標に暮らしましょう。 
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漏斗岳登山道の下払い ２月１１日（日）:漏斗岳 

コミュニティの役員会、大草野小 PTA のメンバーで頑張りました！！ 
1 週間ぐらい前の天気予報では、三連休

の中で日曜日だけが雨の確率が高いようで

したが、私は晴れ男です、いい感じになりま

した。今年は、中野青少年育成部会長の声

掛けで、PTA から役員３人が参加してもらい

総勢９名で作業をしました。 

昨年設置した、「こんな小さな山にこんな

に立派な？」と思ってしまうような「漏斗岳登

山道入口」の案内板を１年ぶりに見て、皆さ

んの気合も入りました。 

上り始めるとすぐに数本の倒木があって、

チェーンソー担当の香田副会長がさっそく

登場して、下の写真のような作業を幾本か

行いました。 田中憲司さんは、急な斜面を

もろともせず、草刈り機を肩にかけこの１年

で伸びた草を刈りながら登っていきました。『７２歳じゃなか

ろう！』と感じました。 登山道に沿って張っているロープ

は、やはり時が経てば緩みますので、締めなおしながらの

登山です。 山頂に着いたら、一足早く着いた草刈部隊

が１m ほど伸びた枯草をほぼ刈り終わるところでした。 昨

年立てた記念の寄せ書きの旗は、支柱が旗の下から折れ

ていましたが、しっかり土台にくくり付けてあったので、そ

の場から飛んで行ってはいませんでした。 この旗は、学

校にお返ししますので、いつか開催する同級

会のネタにしてもらえればいいか、と思います。

今年も、誰一人ケガすることも無く、78 歳の宮

﨑顧問を筆頭に、１２時には出発地点に無事

に戻ることが出来ました。 ２月２７日（火）が６

年生のお別れ登山の予定です。保護者の方

もたくさん登っていただき、子どもさんと共通の

思い出を作っていただければと思います。 毎

年言いますが、頂上から眺めて「ザ・オオクサ

ノ！」を是非感じていただきたいと思います。 
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絶
賛
取
組
中
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２
月
も
中
旬
に
な
り
ま
し
た
。 

少
し
も
ゆ
っ
く
り
な
り
ま
せ
ん
。 

 

と
い
う
の
も
、
５
年
度
は
、
昨
年

度
の
「大
草
野
お
宝
４
８
」に
引
き

続
き
「長
崎
街
道
視
覚
化
事
業
」

と
い
う
の
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め

で
す
が
、
も
う
少
し
早
く
に
始
め

れ
ば
よ
か
っ
た
も
の
を
、
師
走
の
声

を
聞
き
始
め
た
頃
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
の
で
、
結
局
は
自
分
の
責
任
で

は
あ
る
の
で
す
が
・・・。 

 

前
年
度
の
案
内
板
の
設
置
は
、

全
部
校
区
内
で
す
が
、
今
回
は
校

区
外
に
も
「道
標
」を
い
く
つ
か
設

置
し
よ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
土

地
の
所
有
者
と
の
調
整
も
必
要
に

な
り
ま
す
。
で
も
、
説
明
を
し
に

行
く
と
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た

だ
い
て
、
皆
さ
ん
快
く
了
承
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
有
難
い
こ
と
で
す
。 

「長
崎
街
道
ひ
と
り
歩
き
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」と
い
う
冊
子
も
作
り
、

各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
そ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
手
に
長

崎
街
道
を
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

往
時
の
旅
す
る
人
達
の
雰
囲
気
を

少
し
は
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
街
道
筋
の

色
々
な
名
所
旧
跡
か
ら
、
自
分
の

街
の
栄
枯
盛
衰
も
推
測
し
、
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。 

他
に
も
、
冊
子
を
見
て
「へ

ぇ
ー
」と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
よ
！ 

三
月
中
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
あ
と
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

ま
だ
ま
だ

寒
い
で
す
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。 


